
圏
案
。

L
i
n
e
a
r
e
 A
n
a
l
y
s
e
 

大
正
十
五
年
五
月
十
五
日

斎
藤
は
、
最
も
急
務
と
す
る
の
は
「
古
典
に
よ
る
製
作
方
面
」
を
担
任
す
る

者
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
た
め
教
育
が
そ
ち
ら
へ
偏
っ
て
い
る
図
案
科
に

「
現
代
装
飾
に
よ
る
製
作
方
面
」
の
教
官
の
指
導
性
を
も
っ
と
発
揮
さ
せ
て
、

（了）

彫
刻
的
技
術
。
立
体
美
の
蛸
位
を
修
得
す
る
実
習
に
し
て
、
生
物
の
実
寓
よ

り
進
ん
で
構
成
学
の
実
習

自
然
描
出
。
自
然
物
及
人
工
物
の
現
象
よ
り
構
成
の
箪
位
を
描
出
す
る
練
習

A
n
a
l
y
t
i
s
h
e
s
 N
a
t
u
r
z
e
i
c
h
e
n
 

K
o
n
s
truktiv
e
 A
n
a
ly
se
 

装
飾
画
。
装
飾
褻
術
の
観
念
を
平
面
に
表
現
す
る
技
術
を
習
得
せ
し
む
る
も

の
に
し
て
、
絵
画
科
の
領
域
に
非
ざ
る
独
立
的
境
地
の
開
拓
を
学
ば
し
む

る
も
の
な
り
。

は
学
課
及
実
技
の
修
得
順
序
に
應
し
て
課
す
る
問
題
に
し
て
、
自
己

の
意
匠
に
よ
る
新
案
を
製
作
せ
し
む
る
も
の
な
り
。

附
、

細
目
に
渉
る
教
授
法
及
施
設
に
関
し
て
は
絃
に
附
記
致
し
ま
せ
ん
が
、
現
状

の
急
務
は
少
な
く
と
も
実
技
殊
に
図
案
製
作
の
課
題
並
に
講
評
の
換
任
を

二

部
制
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。

nu’ 
日い
〔典
〕

古
曲
に
よ
る
製
作
方
面
を
換
任
す
る
も
の
と
現
代
装
飾
に
よ
る
製
作
方
面
を

援
任
す
る
も
の
と
の
二
部
で
あ
り
ま
す
或
は
エ
藝
図
案
と
装
飾
図
案
の
櫓

任
を
区
別
し
て
も
い
4

と
思
ひ
ま
す

公
開
講
座
の
開
設

大
正
十
五
年
五
月
、
本
校
は
「
美
術
に
関
す
る
特
種
研
究
講
義
」
と
題
す
る

公
開
講
座
を
開
設
し
た
。
こ
れ
は
一
般
か
ら
聴
講
者
を
募
集
し
て
毎
週
土
曜
の

午
前
に
一
講
座
、
午
後
に
一
講
座
を
開
き
、
本
校
教
員
そ
の
他
が
専
門
的
講
義

（
無
料
）
を
行
う
も
の
で
、
開
設
の
事
情
に
つ
い
て
は
同
年
四
月
十
五
日
の

『
東
京
日
日
新
聞
』
が
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

美
術
學
校
が
…
…
民
衆
に
奉
仕

来
月
一
日
か
ら
始
め
る
公
開
講
座

東
京
美
術
學
校
に
赦
育
園
憫
な
ど
か
ら
公
開
講
座
を
希
望
し
て
来
る
け
れ
ど

官
立
の
専
門
學
校
と
し
て
一
般
民
衆
の
た
め
に
特
に
公
開
講
座
を
設
け
る
と

い
ふ
前
例
も
な
く
豫
算
も
許
さ
な
い
の
で
宜
現
し
な
か
っ
た
が
今
度
同
校
数

授
矢
代
幸
雄
氏
の
盛
力
と
某
赦
育
園
謄
の
寄
付
に
よ
り
文
郡
営
局
の
諒
解
を

得
て
公
開
講
座
の
賓
現
を
見
る
に
至
っ
た
、
こ
の
講
座
は
一
時
的
な
も
の
で

な
く
永
久
に
存
績
す
る
も
の
で
五
月
一
日
か
ら
開
講
さ
れ
る
講
座
は
同
時

⑨
 

前
者
、
後
者
に
同
等
の
比
重
を
協
い
た
教
育
を
行
う
こ
と
だ
と
主
張
し
て
い
る

が
、
当
時
生
徒
だ
っ
た
人
々
の
証
言
で
は
こ
の
主
張
が
直
ち
に
実
行
に
移
さ
れ

た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
右
の
意
見
書
の
内
容
は
、
昭
和
七
年
の
図
案

科
改
革
へ
向
け
て
学
内
の
意
識
を
徐
々
に
高
め
て
行
く
―
つ
の
要
因
と
な
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
新
進
の
図
案
家
森
田
武
が
助
教
授
に
起
用
さ
れ
た
り
（
大
正
十

五
年
四
月
）
、
田
辺
孝
次
が
在
外
研
究
の
上
で
西
洋
工
芸
史
の
講
義
を
開
始
し
た

（
昭
和
二
年
一
月
）
の
も
、
改
革
へ
向
け
て
と
ら
れ
た
措
置
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
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本
校
が
従
来
一
般
に
対
し
て
全
く
門
を
閉
ざ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と

は
、
科
外
講
義
の
開
設

(268
頁
参
照
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
今
回
は
科

外
講
義
の
制
度
を
よ
り
拡
充
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
右
の

記
事
中
「
某
教
育
団
体
」
と
は
財
団
法
人
図
画
教
育
奨
励
会
の
こ
と
で
あ
る
。

公
開
講
座
の
実
施
状
況
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
広

告
そ
の
他
に
よ
っ
て
凡
そ
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
正
十
五
年
五
月
一
日
よ
り
毎
週
土
曜
日

一
、
欧
米
博
物
館
事
情
と
博
物
館
理
想

教
授
矢
代
幸
雄
。
午
前
十
時

S
+―一時。

二
、
古
絵
巻
物
の
研
究

教
授
松
岡
輝
夫
。
午
後
一
時

s-―一
時。

同
年
九
月
二
十
五
日
よ
り
毎
週
土
曜
日

一
、
藤
原
時
代
の
仏
画

講
師
田
中
豊
蔵
。
九
月
二
十
五
日
＼
十
月
三
十
日
。
午
後
一
時
S

二
時
半
。

―
-
、
日
本
木
彫
の
技
術
に
就
て

二
像
の
刻
出
し
、
木
取
木
寄
の
法

玉
眼
白
奄
の
入
方
及
び
内
剖
の
事

彫
刻
刀
、
砥
石
の
良
否
、
木
材
の
用
法
等

名
昔
教
授
高
村
光
雲
。
十
一
月
六
日

S
十
一
一
月
四
日
。
午
後
一
時

S
二
時
半
。

に
二
講
座
を
開
き
―
つ
は
學
術
的
方
面

て
講
義
さ
れ
る
、

―
つ
は
美
術
の
宜
際
問
題
に
つ
い

――-
、
レ
オ
ナ
ル
ド
オ

・
ダ

・
ヴ
ィ
ソ
チ
の
研
究

教
授
矢
代
幸
雄
。
九
月
二
十
五
日
＼
十
二
月
四
日
、
午
後
二
時
半

S
四
時
。

昭
和
二
年
一
月
二
十
二
日
よ
り
毎
週
土
曜
日
約
六
回

一
、
六
朝
及
び
唐
の
画
論

東
京
帝
国
大
学
教
授
瀧
精
一

。
午
後

一
時
S
二
時
半
。

文

学

博

士

二
、
浮
世
絵
発
達
の
文
化
史
的
考
案

田
中
喜
作
。
午
後
二
時
半

S
四
時
。

同
年
五
月
七
日
よ
り
毎
週
土
曜
日
約
八
回

一
、
古
絵
巻
物
研
究
（
続
ぎ
）

教
授
松
岡
輝
夫
。
午
後
一
時
S
―
一
時
半
。
受
講
者
男
女
計
四
ニ
―

人。

同
年
十
月
一
日
よ
り
毎
週
土
曜
日

一
、
銅
器
か
ら
見
た
上
代
文
化

講
師

・
文
学
博
士
高
橋
健
自
。
十
月

一
日
よ
り
約
九
回
、
午
後
一

時
＼
二
時
半
。
十
月
二
十
一
一
日
以
降
は
二
時
＼
四
時
。
受
講
者
男

女
計
五
十
六
人
。

二
、
楽
浪
時
代
の
工
芸

講
師

・
工
学
博
士
関
野
貞
。
十
月
二
十
二

日
よ
り
約
六
回
、
午
後

一
時
＼
二
時
半
。
受
講
者
同
右
。

高
村
光
雲
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
配
布
さ
れ
た
次
の
参
考
資
料
（
青
焼
図

面
、
各
五
六

x
七
七

・
五
cm
゜
菅
原
安
男
氏
旧
蔵
、
竹
林
信
雄
氏
蔵
）
が
現
存

す
る
。
江
戸
仏
師
の
木
寄
せ
法
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
意
図
し
て
作
成
さ
れ
た

意
義
深
い
も
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
山
崎
隆
之
著
「
仏
像
の
造
像
比
例
法
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第
拾
参
図

仏
像
（
菩
薩
形
立
像
）
胴
之
部

仏
像
（
菩
薩
形
立
像
）
左
腕
之
部

仏
像
（
菩
薩
形
立
像
）
右
腕
之
部

仏
像
（
菩
薩
形
立
像
）

全
身
之
部

其
一
仏
像
（
菩
薩
形
立
像
）
全
身
其
二

随
身
（
神
）
半
結
伽
像
首
之
部

随
身
（
神
）
半
結
伽
像
胴
之
部

随
身
（
神
）
半
結
伽
像
両
手
両
足
袖
張
等
之
部

随
身
（
神
）
半
結
伽
像
全
身
之
部
其

一

随
身
（
神
）
半
結
伽
像
全
身
之
部

第
拾
九
図

光
背
之
部
其
二

第
拾
壼
図

第
拾
戴
図

第
拾
八
図

第
八
図

第
九
図

第
拾
図

第
拾
四
図

第
拾
五
図

第
拾
六
図

第
拾
七
図

蓮
台
蓮
台
蓮
台
蓮
台
組
合
せ

仏
身
座
像

返
華
之
部

敷
茄
及
薬
之
部

華
弁
之
部

第
四
図

第
五
図

第
六
図

第
七
図

第
八
図

木
寄
法

比
摺

日
本
木
彫
の
技
術
名
誉
教
授
高
村
光
雲

東
京
美
術
母
校
特
殊
講
義
（
大
正
拾
五
年
秋
）

光
背
之
部
其

一

正面
(2) 

第
参
図
仏
像
（
菩
薩
形
立
像
）
胴
之
部
其

第
弐
図

仏
像
（
菩
薩
形
立
像
）
首
之
部

仏
像
（
菩
薩
形
立
像
）
胴
之
部
其

左側面
(2) 

|
—
高
村
光
雲

「
仏
師
木
寄
法
」
に
つ
い
て
」

（『愛
知
県
立
芸
術
大
学
紀
要
』
第
十
五
号。

昭
和

六
十

一
年
）
の
研
究
が
あ
る
。

日
本
木
彫
の
技
術
名
誉
教
授
高
村
光
雲

東
京
美
術
学
校
特
殊
研
究
講
義
（
大
正
拾
五

年
秋
）

木
寄
法
第
壼
図

右側面
(2) 

背面
(2) 
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因
み
に
第
一
次
講
義
（
大
正
十
五
年
五
月
一
日
開
講
）
に
つ
い
て
は
「
大
正

十
五
年
七
月
以
降
、
特
殊
研
究
講
義
二
関
ス
ル
往
復
書
類
、
教
務
掛
」
が
現
存

す
る
の
で
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
人
が
受
講
し
た
か
が
わ
か
る
。
即
ち
職

業
別
で
は
官
吏
三
〇
、
教
官
五
、
教
員
二
二
、
画
家
七
五
、
学
生
ニ
ニ

0
、
会

社
員
四
、
商
二

、

エ
五

、

新
聞
・

雑
誌
記
者
四

、

僧
侶
•

著
述
家

・

人
夫
各

一
、
無
職
九
五
、
計
四
六
五
で
あ
り
、
出
身
学
校
別
で
は
本
校

一
四
九
、
女
子

美
術
学
校
八
七
、
私
熱
二
八
、
東
京
帝
国
大
学
二
四
、
東
京
女
高
師

・
川
端
画

学
校
各
―
二
、
早
稲
田
大
学
一

0
、
文
化
学
院
八
、
文
部
省
図
書
館
講
習
所

七
、
東
京
高
師
五
、
日
本
大
学
――-
、
聖
心
女
子
大
学

・
府
立
第
一

高
女
各
一
―
-
‘

京
都
帝
国
大
学

・
九
州
帝
国
大
学

・
北
海
道
帝
国
大
学

・
駒
沢
大
学

・
中
央
大

学

・
疫
応
義
塾
大
学

・
日
本
女
子
大
学

・
上
智
大
学

・
同
志
社
大
学

・
札
幌
農

科
大
学
・

華
族
女
学
校
・

東
京
女
子
大
学
・

女
子
学
習
院
•

第
一
高
等
学
校
・

外
国
語
学
校
各
一
、
そ
の
他
九
九
、
合
計
四
六
五
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
文
書

に
は
松
岡
、
矢
代
両
教
授
の
講
義
要
項
も
綴
込
ま
れ
て
い
る
。

こ。f
 

つ

な
お
、
受
講
に
つ
い
て
は
「
本
講
義
ハ
何
レ
モ
硲
究
本
位
ノ
モ
ノ
ト
ス
、
故

ニ
聴
講
者
ハ
特
種
研
究
者
或
ハ
特
種
研
究
希
望
者
ニ
シ
テ
且
其
聴
講
ヲ
希
望
ス

ル
講
義
ノ
完
了
ス
ル
マ
デ
連
績
出
席
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
」
と
い
う
規
定
が
あ

第弐拾図仏身座像

大
正 年

14 13 12 
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